
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

株式会社ほくほくフィナンシャルグループの株式会社北陸銀行

（本社：富山県富山市、代表取締役頭取：中澤宏、以下「北陸銀行」という。）及び  

株式会社日本政策投資銀行（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：地下誠二、  

以下「DBJ」という。）は、北陸電気工業株式会社（本社：富山県富山市、 

代表取締役社長：多田守男、以下「当社」という。）に対し、北陸銀行より「ほ

くほくサステナブルファイナンス『SLL 型』（注 1）」（以下「SLL」とい

う。）、DBJ より「DBJ 健康経営（ヘルスマネジメント）格付（注 2）」（以

下「DBJ 健康格付」という。）に基づく協調融資を実施しました。 

 

当社は、1943年に設立された電子部品メーカーであり、最先端の微細加工技術、

実装技術を駆使して、抵抗器、センサー、圧電部品、モジュール製品等の製造を手

掛けています。当社は省エネルギーの取組推進や高エネルギー効率設備への切り

替え、再生可能エネルギー由来の電力への切り替え等により、環境負荷軽減への取

組を行っています。また、新卒採用における女性比率の向上や、女性職員の積極的

な役職者登用など、全職員が働きやすい環境づくりに取り組んでいます。 

 

 本件は、当社のサステナビリティ経営のさらなる発展を後押しするため、北陸銀

行からは環境マネジメント経営の強化に資する SLL、DBJ からは人的資本経営の

強化に資する DBJ 健康格付による協調融資を実施し、多面的な支援を行ったもの

です。 

 

今回の SLL では、当社がサステナビリティの観点から特定した重要課題（マテ

リアリティ）のうち気候変動への取組にフォーカスしています。当社が掲げる

「2030 年度までに CO2 排出量を 46%削減する」という目標の達成に向けて以下

の KPI 及び SPT を設定しました。なお、本 SLL は北陸銀行が北陸 3 県で取り組

む第 1 号案件になります。 

KPI 当社グループの CO2 排出量（Scope1,Scope2）（注 3） 

SPT 当社グループの CO2 排出量（Scope1・2）につき年率 3.7%削減 
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今回の DBJ 健康格付では、以下の点を高く評価しました。なお、格付及び以下

の評価は、DBJ が実施しました。 

 

(1) トップメッセージとして掲げる「社会価値経営」の実現に向けて新たにサス

テナビリティ委員会を発足し、その傘下にある社会貢献部会を中心とした社

内横断的な推進体制のもと、がん検診の必須化やウォーキングイベントの開

催など、健康保険組合と連携しながら心身の健康維持・増進に向けた施策を

展開している点 

(2) 業務革新推進部が全社的に業務を見直したうえで、関係部門で連携しながら

DX 等を活用した業務改善策の検討に努めているほか、フレックスタイム制度

やリハビリ出社制度の導入により働き方の柔軟性を高めることで、働きやすい

職場環境の整備を進めている点 

(3) 2022 年度より全従業員対象のエンゲージメント調査を開始し、全社的な課題

の把握及び経営層による改善に向けた議論の仕組みを構築しつつ、キャリアプ

ラン支援を目的とした社内公募制度や定期面談を通じて働きがい向上に向け

た取り組みを推進している点 

 

 その結果、当社は「従業員の健康配慮への取り組みが優れている」という格付を

取得しました。 

 

 

北陸銀行及び DBJ は、北陸地域における SDGs 推進及び持続可能な社会実現に

向けた取り組みを今後とも積極的にサポートしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注 1）ほくほくサステナブルファイナンス『SLL 型』は、お客様が野心的なサステナビリテ

ィ・パフォーマンス・ターゲット（SPTs）を達成することを奨励するローンです。北陸銀行

は、SPTs 達成時に金利を優遇することで、お客様の積極的なサステナビリティ経営の推進を

支援いたします。 

 

（注 2）「DBJ 健康経営（ヘルスマネジメント）格付」融資は、独自の評価システムにより、

従業員への健康配慮の取り組みが優れた企業を評価・選定するという、「健康経営格付」の専

門手法を導入した世界で初めての融資メニューです。 

 

（注 3）Scope1 は、事業者が所有または管理する排出源から排出する CO2 の直接排出を指し

ます。Scope2 は、電気、蒸気、熱の使用に伴う CO2 の間接排出を指します。 

 

 
 

【お問い合わせ先】 

北陸銀行 営業企画部プロセスサポートグループ 電話番号 ０７６－４２３－７１１１ 

日本政策投資銀行 北陸支店 業務課 電話番号 ０７６－２２１－９８７５ 


